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東 日本 大震 災 にお ける奥 羽大学 の取 り組み
　　　　　　　　　　－身元不明遺体の検死活動の概要－
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　平成23年3月11日に発生 した東 日本大震災 に
おける社会貢献活動 としての奥羽大学の取 り組み









動予定 を3月19日として準備 していたが,福 島
県警察本部および福島県歯科医師会 との調整に
よって,初 回出動日は3月29日に決定 した。
　出動初 日わずか3名 のメンバ ーも,そ の後は
徐 々に賛同者 を得て,学 外OB　1人 を含む15名
のチームとなった。県歯科医師会と分担 して週の


































収め(写 真3a～b),画 像 は全て現場の ノー ト
型パーソナルコンピューターに保存 した。
　次に口腔内の診査(必要に応 じて開口器を使用)
とデ ンタルチャー ト2)への記入 を,二 人一組で
行った(写真3c)。なおデンタルチャー トの下欄
には,安 置所で遺体を捜す遺族の手がかりとなる





とい うダブル チェックを原則 としている1，2，5)。し
か し遺体の数が多い現場でグローブを交換 して
チェックす ることは現実的ではないため,我 々は
記録者側 からチ ャー トを読み上 げて再確認す る,
とい う方法 によって,こ れを現場対応の ダブル
チェックとした(写 真3d)。
　生前情報 と比較するため,可 及的にエ ックス線
写真 を撮影 した(写 真4a)。当初 のアナ ログ方


















部鋳造冠にレス トシー トを認めたため,上 顎にも
義歯が装着されていた可能性が高いと判断 したと
ころ,そ の日の午後には 『上下ともに入れ歯だっ
た』 という方の情報が遺族から寄せ られ,照 合の
結果同一人物と判定 された。
　一方,同 一人物の可能性が極めて高いと判断で







らずDNA型 鑑定の結果 を待つ こととなった。後
日,鑑定結果により同一人物 と判定 された。
　出動27回中の所轄署管内における検死件数の











死者 と記録者 を交替 して行うダブルチェックを原
則 としてい る1,2,5)が,遺体の数が多い現場 におい
ては,グ ローブ交換などにかかる時間と手間を考
慮す ると,こ のダブルチェックの方法は現実的で
はなかった。昭和60年の 日航 ジャンボ機 墜落事
故現場でみ られたように,過 酷な状況下でのダブ
(73)




















　 ここで,実 際の現場では,身 元不明遺体の検死,
情報収集および照合 といった一連の流れ を把握で







































厳 しい状況下での作業を余儀 なくされるが,そ れ
でも"遺体に対 して敬意を払い,遺 体 と遺族の尊
厳の回復を図る"姿勢1)が求められる。
　 また照合判定で同一人物の可能性が高い場合 は
警察官 を伴って遺族 に説明 しなければならない。
我々は 『自分たちの照合判定によって遺体 を一刻
も早く遺族のもとに返 したい』 との思いがあるが,
決 して結論を急がす,あ くまで も遺族感情 を最優
先として事実のみを述べ伝 える配慮が求められる。
　 4.デ ンタルチャー トの全国統一
　今回,著 者らは福島県歯科医師会がまとめたデ
ンタルチャー トに則って記載 したが,日 本歯科医
師会のチャー トとは様式が少 し異なっており,ま
た図の表記法においても日本歯科医師会ではレジ















死等作業者 自身がPTSDに陥 る心配があ り,専
門家によるカウンセ リングや セル フケアな ど7),
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